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Astemo
SDVの進展により，車両はソフトウェアによって定義されるシステム
へと進化しています．
クラウド連携や情報処理の高度化が，制御技術と設計思想の革新を
促し，新たな価値創出を可能にしていきます．
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電気自動車の充電:インフラ整備と
ワイヤレス給電技術の開発

次号特集

インフラとしての EV 充電・給電技術を ( 接触、非接触 ) × ( 停
車中、走行中 ) の 4 組合せを網羅して紹介します．
 乞うご期待！！
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